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は
各
国
外
務
省
で
あ
り
、
い
わ
ば
外
務

省
主
導
の
組
織
が
経
済
統
合
の
取
り
組

み
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
の
強
化
に
お
い
て

常
駐
代
表
が
果
た
す
役
割
を
紹
介
し
、

そ
の
課
題
を
分
析
す
る
。

●
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
二
〇
一
五
年

に
政
治
安
全
保
障
共
同
体
と
経
済
共
同

体
、
社
会
文
化
共
同
体
か
ら
成
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
の
強
化
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
完
成
に
寄
与
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上
が
っ

た
が
、
三
つ
の
柱
の
な
か
で
も
、
特
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

　

表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
連
結
性
強
化

の
名
の
下
に
な
さ
れ
る
協
力
は
、
物
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
の
自
由
な
移
動
を

円
滑
化
さ
せ
る
た
め
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ

●
は
じ
め
に

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る
物
理

的
・
制
度
的
・
人
的
な
連
結
性
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
二
〇
一
〇
年
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
発
表
さ
れ
た
。
連
結
性
の
強
化
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
能
力
開
発
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
経
済

統
合
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
あ
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め

に
、
資
金
的
あ
る
い
は
技
術
的
支
援
を

得
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

連
結
性
強
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
履

行
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
資
金
や
技
術
協
力
を
得
る
た
め
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
調
整
委
員
会
（
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員

会
を
構
成
す
る
の
は
、
基
本
的
に
加
盟

各
国
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
派
遣
す
る
大
使

級
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表
の
組
織
的
母
体

や
関
連
す
る
諸
手
続
き
の
整
備
な
ど
が

中
心
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
一
部
、

人
的
連
結
性
と
し
て
、
教
育
や
文
化
交

流
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
文
化
共
同
体

に
属
す
る
協
力
分
野
が
あ
る
が
、
国
防

協
力
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保

障
共
同
体
に
関
す
る
協
力
分
野
は
皆
無

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
強
調
さ

れ
て
い
る
の
は
、
連
結
性
強
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
資
金
的

支
援
や
技
術
協
力
を
効
率
的
に
獲
得
す

る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
だ

け
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
資
金
や

技
術
を
提
供
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
日
本
な
ど
の
域

外
国
や
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ

Ｂ
）、
世
界
銀
行
な
ど
の
援
助
機
関
、

民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
支
援
を
積
極
的

に
呼
び
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
需
要
は
毎
年
六
〇
〇
億
ド

表１　連結性強化マスタープランの概要
物理的連結性

（physical connectivity）
制度的連結性

（institutional connectivity）
人的連結性

（people-to-people connectivity）
対象分野 陸上・海上・航空運送

情報通信
エネルギー

運輸円滑化
物品貿易の自由化
サービス貿易の自由化
投資の自由化
熟練労働者の移動と能力開発
国境手続き円滑化

教育
文化交流
観光
情報技術

具体例 ASEAN ハイウェイネットワーク完成
シンガポール＝昆明間鉄道（SKRL）の完成
内陸水路網の整備
海運交通の整備
東アジア地域で ASEAN をハブとする運輸シ
ステムの確立
情報通信インフラとサービスの整備
エネルギーインフラプロジェクトの推進

運輸円滑化に関する協定の実施
陸上交通の整備
ASEAN 単一航空市場の構築
ASEAN 単一海運市場の構築
非関税障壁の撤廃
物流サービスの効率化
税関手続きの簡素化
国境手続きに関する協力
投資規制の撤廃
サブリージョナルな地域協力との連携強化

バーチャル・ラーニング・リソース・セン
ターの設置
ASEAN に関する教育カリキュラムの整備
ビザの手続き緩和

（出所）　Master Plan on ASEAN Connectivity, January 2011にもとづき筆者作成。

◆特　集◆

ASEAN経済共同体
（AEC）創設とその実態

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
の
強
化
と

常
駐
代
表
の
役
割
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ル
に
上
る
と
さ
れ
て
お
り
、
資
金
調
達

は
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
二
〇
一
二

年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
共

同
で
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
フ
ラ
基
金
」

を
立
ち
上
げ
た
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
調
整
委
員

会
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
の
位
置
づ
け

　

二
〇
一
一
年
、
連
結
性
強
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
組

織
と
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
た
。

連
結
性
の
強
化
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
直
結
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
形
式
的
に

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
三
つ
の
共
同
体
に
わ

た
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
は
、
首
脳
会
議
の
準
備
組
織
で
加

盟
各
国
外
相
か
ら
成
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調

整
理
事
会
の
下
に
置
か
れ
、
年
に
三
～

四
回
、
会
合
を
開
い
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
構
成
す
る
の
は
、
基
本

的
に
加
盟
各
国
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
派
遣

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表
で
あ
る
。

常
駐
代
表
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
常
駐
す

る
大
使
級
の
外
務
官
僚
で
、
二
〇
〇
八

年
に
発
効
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
規

定
で
設
置
さ
れ
た
常
駐
代
表
委
員
会

（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
に
参
加
す
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
同
様
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調
整

理
事
会
の
下
に
置
か
れ
、
そ
の
役
割
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合
意
が
円
滑
に
履
行
さ

れ
る
よ
う
に
各
国
の
国
内
事
務
局
と
連

絡
や
調
整
を
行
う
こ
と
や
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
組
織
の
運
営
規
則
を
作
成
す
る
こ

と
、
事
務
局
の
予
算
を
管
理
す
る
こ
と
、

域
外
国
の
支
援
を
受
け
て
実
施
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
立
案
す
る
こ
と

な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
日
常
業
務
を
効

率
的
に
行
う
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献

③
）。

　

Ｃ
Ｐ
Ｒ
が
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
は
最
初
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
権
限
規

定
を
み
る
限
り
、「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表
あ
る
い
は
加
盟
各
国

が
任
命
す
る
特
別
代
表
か
ら
成
る
」
と

あ
る
（
参
考
文
献
④
）。
し
か
し
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
組
織
上
の
位
置
づ

け
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
駐
代

表
が
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｅ

Ｃ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
連
結
性
強
化

の
取
り
組
み
に
お
い
て
外
務
省
主
導
の

常
駐
代
表
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
権
限
規
定
に
よ
れ
ば
、

そ
の
役
割
は
、
連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
履
行
状
況
の
確
認
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

関
係
諸
機
関
の
調
整
、
履
行
に
お
け
る

問
題
点
や
必
要
な
提
言
を
首
脳
会
議
に

行
う
こ
と
、
域
外
国
お
よ
び
援
助
機
関

と
の
調
整
、
広
報
活
動
な
ど
で
あ
る

（
参
考
文
献
④
）。

図１　ASEAN連結性強化のための政策調整メカニズム

（出所）　Modalities of the ASEAN Connectivity Coordinating Committee, Batam Indonesia, June 2012の Figure 2に基づき筆者作成。
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国際機関、民間セクター

サブリージョナルな
協力枠組み

各分野の事務レベル会合
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特
に
、
首
脳
会
議
へ

の
報
告
は
、
首
脳
会
議

に
直
結
す
る
位
置
づ
け

に
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
重

要
な
役
割
で
あ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調
整
理
事
会

は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
報
告

を
受
け
、
政
治
安
全
保

障
・
経
済
・
社
会
文
化

共
同
体
理
事
会
と
協
議

し
た
う
え
で
、
首
脳
会

議
に
報
告
を
行
う
（
図

１
）。
二
〇
一
〇
年
以

降
の
首
脳
会
議
の
議
長

声
明
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
各
共
同
体
と
な
ら

び
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連

結
性
」
と
い
う
項
目
が

継
続
的
に
登
場
し
、
そ

の
取
り
組
み
の
進
展
状

況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

の
存
在
が
ゆ
え
に
、
連

結
性
の
強
化
と
い
う
取

り
組
み
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
の
位
置
づ
け
を

与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
サ

ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
で

は
、
二
〇
一
一
年
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連

結
性
強
化
に
関
す
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
宣
言
」
の

採
択
を
機
に
、
連
結
性
の
強
化
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
防
災
な
ど
と
並
ん
で
優
先
協

力
分
野
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
⑤
）。

　

以
下
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
首
脳
会

議
に
報
告
さ
れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
果
た
し
た
役

割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
履
行
状
況
の
把
握
と
広
報
活
動

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
連
結
性
強
化
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
資
金
を
調

達
し
、
あ
る
い
は
技
術
協
力
を
得
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
資
金
需
要
が
あ
る
の
か
を
把
握
す

る
た
め
、
履
行
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
情
報
シ
ー
ト
を
発
表
し
、
連
結

性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
提
示
さ
れ
た
一

五
の
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
履
行
状
況

を
確
認
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

こ
の
シ
ー
ト
は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資

金
拠
出
元
を
可
視
化
し
た
と
い
う
点
で

注
目
さ
れ
る
（
表
２
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ
た

り
日
本
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
な
ど
か
ら
資
金
を
調
達
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

表２　連結性強化のための優先プロジェクトと資金拠出元
連結性 対象分野 プロジェクト名 資金拠出元

1 物理的 運輸 ASEAN ハイウェイネットワーク完成 言及なし

2 物理的 運輸 シンガポール＝昆明間鉄道（SKRL）の完成 加盟各国、民間セクター、ASEAN インフラ基金、中国 ASEAN
信用供与

3 物理的 情報通信 ASEAN ブロードバンドコリドーの設置 加盟各国、民間セクター、ASEAN インフラ基金、域外国

4 物理的 エネルギー マラッカ（マレーシア）＝プカンバル（インドネシア）間電力網 言及なし

5 物理的 エネルギー 西カリマンタン（インドネシア）＝サラワク（マレーシア）間電力網 アジア開発銀行（ADB）

6 物理的 運輸 RORO 船ネットワークと沿海海運に関する調査 国際協力機構（JICA）

7 制度的 物品貿易の自由化 相互認証協定の実施 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）、日本

8 制度的 物品貿易の自由化 共通の製品規格ルールの策定 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）

9 制度的 物品貿易の自由化 ASEAN・シングル・ウインドウ（ASW），ナショナル・シングル・
ウインドウ（NSW）の完成 米国国際開発庁（USAID）、域外国、加盟各国

10 制度的 投資の自由化 投資規制の撤廃 言及なし

11 制度的 運輸円滑化 運輸円滑化の諸協定の実施 欧州連合による ASEAN 地域統合支援（ARISE）

12 人的 観光 ASEAN 加盟国国民のビザ規制緩和 ASEAN 開発基金、域外国、加盟各国

13 人的 文化 ASEAN バーチャル・ラーニング・リソース・センターの開発 ASEAN 開発基金、ASEAN 文化基金、域外国、民間セクター

14 人的 情報技術 情報通信技術学習プログラム ASEAN 情報通信技術（ICT）基金、タイ情報通信技術省

15 人的 文化、教育 ASEAN 共同体意識醸成プログラム（舞台芸術交流） ASEAN 文化基金、ASEAN 開発基金、加盟各国、日 ASEAN 統
合基金（JAIF)、域外国、民間セクター

（注）　資金拠出元として「域外国」とあるのは、複数の国が支援している可能性を示唆するが、詳細は明らかになっていない。
（出所）　ASEAN Connectivity Project Information Sheets, August 2012より筆者作成。

表３　ASEAN連結性強化に関する関連年表
年 月 出来事・会議名

2009 10 ASEAN 連結性に関する首脳宣言、ホアヒン、タイ

2010 10 ASEAN 連結性マスタープラン発表

2010 12 第一回 ASEAN 連結性シンポジウム、ホーチミン、ベトナム

2011 1 ASEAN 連結性調整委員会の設置

2011 11 第二回 ASEAN 連結性シンポジウム、バリ、インドネシア

2012 4 ASEAN インフラ基金の設立

2012 9 第三回 ASEAN 連結性シンポジウム、プノンペン、カンボジア

2013 8 第四回 ASEAN 連結性シンポジウム、バンダルスリブガワン、ブルネイ

2014 9 第五回 ASEAN 連結性シンポジウム、ネピドー、ミャンマー

（出所）�　ASEAN Annual Report 各年版、ASEAN 首脳会議議長声明（2010年～2015年）、東アジア・
アセアン経済研究センター（ERIA）ホームページ等をもとに筆者作成。

表４　ASEAN連結性調整委員会（ACCC）
と域外国との対話 　　　　

域外国 開始年 回数

日本 2011年７月 7

中国 2012年９月 2

インド 2013年６月 1

韓国 2013年６月 1

EU 2014年２月 1

（注）　回数は2014年6月時点。
（出所）�　ASEAN Annual Report 各年版、ASEAN 日本政府代表

部 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.asean.emb-japan.
go.jp）より筆者作成。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
シ
ー
ト
は
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
が
域
外
国
と
の
対
話
を
行
う
う
え

で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
デ

ー
タ
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
資
金
拠

出
や
技
術
協
力
に
つ
い
て
域
外
国
同
士

の
協
調
と
競
争
を
う
な
が
す
こ
と
も
期

待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
域
外
国
や

援
助
機
関
、
民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
資

金
の
貸
し
手
や
技
術
協
力
を
提
供
す
る

ア
ク
タ
ー
を
発
掘
す
る
た
め
の
広
報
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
年
次
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
表
３
）。

　

以
上
の
よ
う
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
、
連
結

性
強
化
の
た
め
の
資
金
や
技
術
協
力
の

需
要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
把
握
し
、

協
力
が
期
待
で
き
る
ア
ク
タ
ー
に
対
し

て
そ
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い

う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

●
域
外
国
と
の
対
話

　

資
金
協
力
や
技
術
協
力
を
得
る
た
め
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
域
外
国
と
の
対
話
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
対
話
開
始
時
期
が

最
も
早
く
、
開
催
回
数
も
多
い
の
が
日

本
で
、
次
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
韓
国
、

Ｅ
Ｕ
が
続
い
て
い
る
（
表
４
）。
二
〇

一
三
年
一
一
月
に
は
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
諸
国
と

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
非
公
式
の
対
話
も
な
さ

れ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
域
外
国
と
の
対
話
で
は
、

連
結
性
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
掲
げ
ら
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
履
行
状
況
や
域
外

各
国
が
協
力
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
か
ら
資
金
協
力

や
技
術
協
力
の
需
要
が
あ
る
セ
ク
タ
ー

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
示
さ
れ
、
域
外
国

が
資
金
協
力
や
技
術
協
力
が
可
能
な
分

野
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
示
す
る
と
い

っ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
模
様

で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
が
基
本
的
に
常
駐
代

表
か
ら
構
成
さ
れ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
で
あ
る

の
に
対
し
、
域
外
国
側
は
異
な
る
省
庁

が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
対

話
の
た
め
に
、
経
済
産
業
省
や
国
土
交

通
省
な
ど
関
連
省
庁
の
代
表
が
参
加
す

る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、
外
務

省
の
代
表
が
座
長
を
務
め
て
い
る
（
参

考
文
献
⑧
）。
中
国
は
、
参
加
者
は
明

ら
か
で
な
い
も
の
の
、
商
務
部
が
代
表

を
務
め
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
は
経
済
関
係
の
官
僚
が

主
体
的
に
参
画
し
て
い
な
い
た
め
、
域

外
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
各
経
済
分
野
の

事
務
レ
ベ
ル
会
合
と
も
資
金
協
力
・
技

術
協
力
に
関
し
て
政
策
調
整
を
行
っ
て

い
る
（
図
１
）。
す
な
わ
ち
、
域
外
国

や
援
助
機
関
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側

の
窓
口
が
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
ほ
か
に
、
各

分
野
の
事
務
レ
ベ
ル
会
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
各
閣
僚
会
議
と
域
外

国
の
関
係
省
庁
と
の
政
策
調
整
は
こ
れ

ま
で
も
な
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、

各
関
係
大
臣
会
合
プ
ロ
セ
ス
の
高
級
事

務
レ
ベ
ル
会
合
は
、
事
務
レ
ベ
ル
会
合

の
筆
頭
で
、
各
省
庁
に
お
け
る
最
高
位

の
官
僚
が
参
加
す
る
会
議
で
あ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
強
化
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
官
僚
が

関
与
す
る
窓
口
と
し
て
、
経
済
関
係
の

事
務
レ
ベ
ル
会
合
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
は

基
本
的
に
経
済
官
僚
が
参
加
し
な
い
こ

と
か
ら
、
資
金
協
力
や
技
術
協
力
に
関

す
る
決
定
に
は
各
分
野
の
事
務
レ
ベ
ル

会
合
が
関
与
し
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
合
意
の

履
行
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
機
能
を
担

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
政
策
提
言
の
能
力
向
上
の
必
要
性

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
履
行

状
況
の
把
握
や
広
報
活
動
、
域
外
国
と

の
対
話
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
活
動
を

首
脳
会
議
に
報
告
す
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
に
は
、
履
行
に
お
け
る
問
題
点
を

把
握
し
て
必
要
な
提
言
を
行
う
と
い
う

役
割
も
あ
る
が
、
こ
の
役
割
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
シ
ー
ト
に
お
い

て
は
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
絡

先
と
し
て
関
係
各
国
の
所
轄
官
庁
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
事
務
局
を
通
じ
て
関
係
す

る
省
庁
か
ら
履
行
状
況
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
求
め
、
そ
れ
を
整
理
す
る
作
業

に
終
始
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

域
外
国
と
の
対
話
に
お
い
て
も
、
履
行

状
況
と
協
力
の
進
展
を
確
認
す
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
四
月
の

首
脳
会
議
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
ポ
ス
ト

二
〇
一
五
年
の
連
結
性
強
化
の
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
（
参
考
文

献
⑩
）。Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
政
策
調
整
を
十
分

に
行
っ
た
う
え
で
こ
う
し
た
提
言
の
役

割
を
果
た
せ
る
か
の
試
金
石
と
な
ろ
う
。

　

履
行
に
お
け
る
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
必
要
な
提
言
を
行
う
こ
と
は
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
権
限
規
定
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
役

割
を
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
十
分
に
発
揮
で
き
な

い
の
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
の

常
駐
代
表
が
率
い
る
常
駐
代
表
部
が
外

務
省
中
心
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
は
、
経
済
関
係
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合

意
を
効
率
的
に
履
行
す
る
た
め
に
Ｃ
Ｐ

Ｒ
が
役
割
を
果
た
す
際
の
問
題
で
も
あ
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っ
た
（
参
考
文
献
③
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
も
こ
の
点
を
認
識
し
て
い
る
と
み

ら
れ
、
加
盟
各
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐

代
表
部
に
経
済
関
係
な
ど
関
係
省
庁
の

官
僚
を
派
遣
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て

い
る
（
参
考
文
献
⑪
）。

　

第
二
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
経
済
関
係
の

省
庁
が
十
分
に
政
策
調
整
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。
図
１
を
み
て
わ
か
る

よ
う
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
各
分
野
の
事
務

レ
ベ
ル
会
合
が
直
接
つ
な
が
っ
て
お
ら

ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
を
通
し
て

「
政
策
調
整
」
を
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

　

第
三
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
支
え
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
の
機
能
強
化
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
提
言
が
な

さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑫
）。

●
お
わ
り
に

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
、
連
結
性
強
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や
履
行
状
況
な

ど
を
域
外
に
発
信
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

が
首
脳
会
議
に
直
接
つ
な
が
る
組
織
的

位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
結
性

強
化
の
取
り
組
み
が
首
脳
レ
ベ
ル
に
報

告
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
域
外
国

に
と
っ
て
は
協
力
の
実
績
を
首
脳
レ
ベ

ル
で
評
価
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
外
交
上
の
実
績
に
つ
な

が
り
や
す
い
。
一
方
で
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が

履
行
に
お
け
る
問
題
点
を
み
つ
け
、
必

要
な
提
言
を
行
う
と
い
う
役
割
は
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
政
府
間
組
織
で
あ
り
、

加
盟
各
国
の
首
脳
や
閣
僚
が
集
ま
る
会

議
や
そ
の
準
備
組
織
で
あ
る
高
級
事
務

レ
ベ
ル
会
合
が
政
策
決
定
を
中
心
的
に

担
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
策
決
定
に
実
質
的

に
関
与
し
な
い
一
方
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
や
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
に
参
加
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
政
策
や
合
意
の
履
行
を
円
滑
化
す
る

役
割
を
担
う
。

　

政
府
間
組
織
と
い
う
特
徴
に
基
本
的

な
変
更
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政

策
や
合
意
の
履
行
過
程
に
お
い
て
次
の

政
策
や
合
意
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
や
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と

い
っ
た
常
駐
の
組
織
が
政
策
提
言
能
力

を
高
め
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政

策
決
定
に
お
い
て
重
要
な
貢
献
を
な
す

こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

す
で
に
挙
げ
た
よ
う
な
組
織
改
革
が
必

要
と
な
る
。

（
す
ず
き　

さ
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー
プ
、

ふ
く
な
が　

よ
し
ふ
み
／
経
済
産
業
研

究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ェ
ロ
ー
、

前
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
上
級
政
策
調
整
官
）

《
参
考
文
献
》

①�M
aster Plan on A

SEA
N

 Con-
nectivity, January 2011.

②�

鈴
木
早
苗
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全

保
障
共
同
体
―
―
域
内
協
力
と
域
外

協
力
の
連
関
―
―
」（『
海
外
事
情
』

二
〇
一
五
年
四
月
号
）
一
八
―
三
一

ペ
ー
ジ
。

③�

鈴
木
早
苗
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る

組
織
改
革
―
―
憲
章
発
効
後
の
課
題

―
―
」（
山
影
進
編
『
新
し
い
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
―
―
地
域
共
同
体
と
ア
ジ
ア

の
中
心
性
を
目
指
し
て
―
―
』
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
一

七
五
―
二
〇
七
ペ
ー
ジ
。

④�T
erm

s of R
eference for the 

A
SEA

N
 Connectivity Coordinat-

ing Com
m

ittee, January 2011.

⑤�

東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）

（http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
o-

faj/area/eas/　

二
〇
一
五
年
八
月

四
日
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

⑥�A
SEA

N
 Connectivity Project 

Inform
ation Sheets, A

ugust 2012.

⑦�T
he Inform

al M
eeting be-

tw
een A

SE
A

N
 C

onnectivity 
C

oordinating C
om

m
ittee and 

N
on-A

SE
A

N
 E

ast A
sia Sum

-

m
it Participating Countries on 

A
SEA

N
 Connectivity, N

ovem
-

ber 25, 2013

（http://w
w

w
.ase-

an.em
b-japan.go.jp/release

　

�13_39.htm
l　

二
〇
一
五
年
七
月
二

四
日
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）。

⑧�

会
合
名
はJoint M

eeting of the 
Japan T

ask F
orce and the 

A
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